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233第 13 号　2018（平成 30）年度
鈴木文治著「障害を抱きしめて：もう一つの生き方の原理　インクルージョン」
を福祉，教育，保育などの領域に輩出しているが，おそらく彼らもそれぞれの現場において，さま
ざまに排除の現実を目の当たりにしていることだろう。排除する側に立つのか，排除される側に寄
り添うのか。難しい選択を迫られたこともあったに違いない。その際（特に，排除される側に寄り添
おうとする際）に自身が拠って立つべき価値，信念を如何にして抱くことができるのか，評者も自問
せざるを得ない問いである。
　「すべての人が障害者」。これが，著者がたどり着いた地平である。著者は，それをイエスの
言行と重ね合わせる。宗教学者としての評者から付言させてもらえば，イスラー ムでの預言者ムハ
ンマドも，完全なる平等とは神の前においてのみ成立するという地平を提示した。仏教の開祖釈
迦は，年齢・出自・富貴などの差異を問わず，あらゆる人間は必ず苦しむという意味での平等性
を説いた。特定の視点から物事を捉えようとすると必ずそこには欠落（＝不平等）が生じる。普遍
的なもの，漏れがないもの，隔たりを持たないもの。それを，究極的な根源といっても良いし，原初
の基準といっても良い。そのような地平においてこそ初めて区分が消失し，真の意味での平等が
その地平からスタ トーしていく。「すべての人が障害者」とは，著者にとっての地平であり，真の意
味でのスター トラインであろうと評者は考えている。
　「すべての人は障害者」。本書は，障害およびそれに伴って生じる差別や偏見に苦しむ人の
みならず，自身は障害者ではないと自認している人々にこそ是非とも手にとってもらいたい一書で
ある。
（田園調布学園大学人間福祉学部心理福祉学科講師　江島尚俊）
